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するには、海外大学院留学が当り前なのよ」 、 「日本には良い大 あるけど、韓国には良い大学がないから」 、 「今や韓国 大学で教授になるには、米国など海外で博士号をとることが必須」 「韓国は良い大学を実質二校しか受験できないシステムで浪人確率も高いけど、海外なら好きなだけ受験できるから」 、 「アメリカで働きたいからね。韓国企業は上下関係が厳しいし、お酒の付き合いもあって嫌」といった回答 返ってきた。もはや、韓国では中上流階層 属していると思われ 彼 に って、留学 ごく当たり前のステップに過ぎな ようだ。
また、韓国では、子供と母親を米国など












う。人数の多さに加えて驚いた は、韓国人留学生コミュニティ（特に韓国キリスト教会）の結束の固さ 助け合い 精神だ。ある男子留学生は、韓国から新しい大学院留学生が来るたびに、出迎えの車を出してあげ、 “タクシー”とからかわれて たほど。かくいう私も、しばしば彼らの好意に甘えて買い物などに連れていってもらった。
米国生活の中で親しくなった友人の半分









ると、韓国人留学生は五五九人とカナダの五一五人、中国の五一二 、インドの三九五人を凌いでなんと、第 位である（二〇〇八年秋学期。ちなみに日本人留学生は減少一途をたどりたった五四人） 。どおりで、 キャンパスのあちこちから韓国語が聞こえてくるわけだ。米国全体でも 韓 からの大学
留学生数は二〇〇一年度に日本を抜き、インド、中国に次ぐ多さだ（O
pen D
oors デー
タ） 。日本の半分にも満たない人口五〇〇〇万人弱の韓国からの留学生がこんな 多いのはなぜだろう。
友人の韓国人
留学生たちに尋ねてみると、 「韓国でお給料の良い大企業に就職
コーネル大学キャンパス風景（McGrawTower周辺）
